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法人では、利用者の思いをかなえる“夢の実現”の取り組みや、地域貢献として「認知症カフェ」や「フレイル予防
教室」、「おもちゃ図書館」などを積極的に実施し、地域の人との繋がりを重点に置いた事業を行っている。それら
を実現するためにも職員が働きやすく、目標に向けて自己実現可能な職場環境・制度づくりに取り組んでいる。

人材定着の背景

【 10時間勤務体制導入による職員のワークライフバランスの推進 】
これまで、日勤帯は短時間パート職員が充実しているが、朝食・夕食時等の時間帯に人手が不足し、正職員
が時間外勤務で対応していたため職員が心身とも疲弊する事態が生じてきた。そこで、1日10時間労働の週4
日勤務（週休3日）制を導入した結果、朝夕の時間帯を勤務時間内に収め、残業することなく勤務シフトを組め
るようになった。
正職員は基本10時間制であるが、職員の多様なライフスタイルに対応するために、従来の8時間制を選択
することも可能であり、家庭状況などに合わせて無理なく働くことができるという。この制度により、残業
時間は減少し労働時間の改善につながり、また実質週休3日となることで職員は休息でき、プライベートも充
実するという声が多いという。
【 ICT化・ロボット等の導入 】
入所3年以内の職員が介護業務による腰痛で相次いで離職を余儀なくされたことがあり、腰痛防止のためリ
フト、スライディングボードなど移乗用福祉用具の利用を促進するとともに、移乗介護支援ロボットの導入
による“ノーリフティングケア”を推進している。

人材定着の取り組み

特別養護老人ホームいぶき苑別館

開業40年近い施設でありベテラン職員も多いが、役職ポストを増やして20歳代の若手職員でもユニット長
など責任あるポストに就くことができるようにし、優秀な若手職員の離職防止につながっているという。そ
のために、20歳代の向上心ある若手職員を「リーダー」候補として、外部講師によるリーダー研修を実施して
いる。これは、各セクションをまとめていく「リーダー」が組織の中でも重要な役割を果たすと考え、育成に
力を入れているもの。外部講師を招き1年にわたり、複数回マンツーマンによる指導でチームをまとめる力を
習得し、また、講師から管理者に職員が問題を抱えているとの報告があれば速やかに対応している。
また、新規採用職員に対し、一定期間若手先輩職員がプリセプターとしてマンツー
マンで指導・相談に当たるプリセプター制度を採用しており、指導を受けるプリセ
プティだけでなく、プリセプター役の職員の成長にも役立っている。
さらに、人事考課では「個人目標評価制度」を取り入れ、職員と上司が面談を行い目
標の設定と上司 のサポートについて話し合うことにより、信頼関係の醸成や職員自
身も成長を実感でき、定着につながるようにしているという。

職員の働きやすい環境を創出

週休３日制や、ICT化・ロボット等の導入を積極的に行うなど
働く環境の整備により離職防止

法人では、夜間の事故未然防止に役立つ「見守りセンサー」、睡眠状態、呼吸、心拍などを常時把握する「眠り
センサー」、適切な排尿タイミングを知らせる「排尿センサー」など、多様なロボットを組み合わせ、利用者の
心理的負担軽減や生活の改善とともに、職員の夜間訪室の削減による負担軽減や科学的な根拠に基づく介護
力の向上など利用者・職員両方の改善につながるシステムの活用を進めている。
併せて、複数の職員が同時に情報共有できるデジタルインカムの導入で、一人夜勤時の不安解消や緊急時の
迅速な他職種連携が可能となり、業務の省力化、資質向上など職場環境の先進化を積極的に行っている。
【 業務の仕分 】
介護職員が専門性の低い業務や介護記録に費やす時間が多く、十分に利用者と関わることができず専門職
としてやりがいを失い離職するケースがあった。そのため、介護経験のある子育て中の女性を活用した入浴
アシスタントや、介護職員の補助的業務を行う「介護アシスタント」に介護未経験の元気な高齢者を採用して、
常勤介護職員の業務が整理されることによる心身の負担軽減につながるとともに利用者と関わる時間が増え
たことで業務の質も向上していると言う。

仕事とプライベートが両立できる働きやすい環境や、ICT化や業務仕分等による心身の負担を軽減する体制
を整え、さらに職員各々が明確な目標を持ち自己実現できるキャリアパス制度の確立にも取り組んでおり、こ
れらが職員の定着につながっているのではないかと思われた。

「仕事」と「私生活」の両立をサポート
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※1 デジタルインカム：iPod touchなどの端末を利用し、同時に複数の職員が情報共有でき、話した会話はテキストとして表示され、確認できる
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